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人・物・金が無くても、志があれば、小規
模な薬局でも健康づくりに取り組める。 
 

 

 でも、その一歩を踏み出す為に仲間が     
必要です。そのプラットフォーム作りを   
厚生労働省、日薬にお願いしたい。 

皆さんに伝えたいこと 



●帯広市 

ここにあります。まつもと薬局 







  人口 約35万人   帯広市 16.5万人 

 

  薬剤師数  約 550人 

 

  北海道健康づくり支援薬局（北海道庁指定） 4薬局 

 

  健康サポート薬局数     2薬局（道内25薬局） 

 

十勝支庁の医療環境 



 

北海道の薬剤師数 



 薬剤師以外の職種との連携と取り組み 

 

 医療関係者 

 

 異業種関係者（地方だからこそ） 

中小規模薬局に何ができる。 



１・店舗に来られる方への栄養相談、調整食品の販売、配達 

２・外来栄養指導 受託業務 

３・食育活動 （幼稚園児、保護者 保育士等） 

４・患者や家族を対象にした各勉強会や試食会の開催 

５・通信販売の対応 

６・運動療法としてのﾉﾙﾃﾞｨｸｳｵーｷﾝｸﾞへの参加、試食等 

７・在宅に向けた活動（在宅栄養指導、勉強会開催、勉強会参
加、商品配送） 

薬局での管理栄養士の取り組み 



調整食品を利用したレシピ本の発行 





果実酢の製造・販売 



        治療から予防へ 
 薬局の概要と職員数  6店  通所ﾘﾊ施設  １店 

 薬剤師        19名   

 管理栄養士      ８名    栄養士   1名 

 理学療養士      ２名    柔道整復士 1名 

 看護師         ３名 

 介護福祉士      ５名 

取り組み事例 



 ﾉﾙﾃﾞｨｸｳｵｰｷﾝｸﾞは2本のポール（ｽﾄｯｸ）を使用し歩行運動を補
助し、運動効果をより増強するﾌｲｯﾄﾈｽｴｸｻｻｲｽﾞの1種である。

ﾉﾙｳｴｰを中心とした北欧が発祥地であり当初は、ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｽ
ｷｰ競技選手のｻﾏｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞとして行われていた。 

ノルディックウオーキングとは 



 

健康状態の確認 



講師よりﾉﾙﾃﾞｨｸｳｵｰｷﾝｸﾞ説明 



 



糖質オフの豚丼の試食 



管理栄養士による低GI食の説明 



 



塩分制限、成分調整、栄養不足など 
 

フレイル、サルコペニア対策 
 

薬剤師と管理栄養士と理学療養士
の融合 

在宅栄養管理指導への実績つくり 



薬 局 

保険薬局で出来る事 
（予防医療として） 

医薬品の供給 

食事 栄養 運動療法 



 

健康フェスティバルの開催 



 
  プロジェクト  

M. 

 
まちづくりの中の健康作りの役割を担う地方薬局の新たな挑戦！ 

薬局として最大限の活動を通して、地域に元気と安心を！ 

そして、健康と笑顔のために！！ 

 
 



 



  
  
 はじめて全社で取り組む 
    大きなイベント 
 
  実行委員会も毎回 
  真剣に、まじめに・・・ 
  でも、余裕はなかった・・・ 

 
    
 



仕事終わりに実行委員会  

プロジェクトは進む 



社長が言った 
みんなが楽しまないと 
来て下さる人は楽しくない
ぞ！ 

大丈夫かな
あ・・ 

なんとか
なる! 



いよいよ当日の朝 
 
１１．３午前８：２０ 
 
みんなが集まり この会場で設営が 
 
はじまった 







 笑顔でお客様を 
      お迎えしましょう！ 



いよいよ、 
短時間での準備がスタート！ 



これから予想を超える
事態が 
 
待っていた・・・ 





松本は、 
 
じっと、ただじっと見守った・・・ 
 
 





みんなの動きが１つに向かって 
 
まとまっていく姿を・・・ 
 
うれしく、頼もしく、そして 
誇らしげに・・ 







 
順調に準備は進み 
 
あっという間にオープン 
１５分前！ 



  そして、開場を待つ 
     人たちが・・・ 
 
  想像を超え、行列を 
    なしていた！！ 





   いよいよ開場！ 
 
  お客様代表と社長と 
  テープカット！ 
 



               こども達の未来のために 

 
 
 
 
 
 
高齢者が安心して 
 元気にこの地域で 
   住み続けられるように 







続々とお客様が開場をうめつくしていく 





開場はお客様でいっぱいになり 
 
どのブースにも長い列ができた 





A 



回答人数  総数３９３人（男性６８人、女性
１６７人、性別不明１５８人） 
 

 男性は一番多いのが１０代（２４％）次に３０代（１６％） 

 女性は一番多いのが６０代（２５％）、次に３０代と７０代 

 （それぞれ１６％）、 

 性別不明は一番多いのが３０代（２２％）、次に６０代（１５％）だっ
た。 

 全体では、３０代と６０代が一番多く、それぞれ１８％（７２人）ずつ
だった。 

健康フェスティバルアンケート結果 



 Q 今日のイベントは楽しかったですか？ 

    全体で６５％が楽しかったと回答 

 

 

 

 

 

アンケート内容から 

66% 

28% 

3% 3% 
全体 

楽しかった 

普通 

楽しくなかった 

未回答 



 ・今後も続けて欲しい。来年も参加したい。 

 ・薬局の取り組みの幅の広さを感じました。 

 ・薬局が地域に果たす役割について勉強するきっかけ
になった。 

 ・管理栄養士のセミナー内容は実用的で良い。講演内
容をリーフレットにして欲しい。 

 ・どのブースも健康に関する大事な事で参加できて良
かった。 

 ・健康サポート薬局やｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ税制を知る事が
でき良かった。 

アンケートからの意見・要望 



セルフメディケーション税制に関するアンケート結果 

  
年齢                     性別 

80代・・・5名  40代・・・9名       男・・・28名 女・・・40名 
70代・・・8名  30代・・・11名                  合計68名 

60代・・・10名  20代・・・10名 
50代・・・15名  

               
                                                                                                                                  

Ｑ１セルフメディケーション税制を今までに聞いたことがありますか？ 

聞いたことがある…28名（４０％）聞いたことがない…40名（６０％） 
    ↓ 

●あると答えた方へ・・・どこで知りましたか？ 
・調剤薬局・ドラッグストア・・・10名 

・新聞・雑誌・・・4名 
・テレビ・ラジオ・・・3名 

・その他（仕事・勉強会）・・・11名 
  



セルフメディケーション税制を利用して
みたいと思いますか？ 
利用してみたいと思う・・・34名（５４％） 
       理由・・・利用できるものは利用したい 
               湿布を良く買っている 
利用したいと思わない・分からない・29名（４６％） 
        理由・・・ 健康だから 
              確定申告が面倒 
             医療費控除をした方がいい 
              処方薬の方が安い 
              市販薬をあまり買わない 



少子高齢化の波の中で地方創生へ 

町づくりに健康づくりがあっても良い 



本来は行政が行うべき事業 

薬局・薬剤師が地域になくてはならない
存在となる為に継続的な事業を行う。 

０から１は難しい。 

異業種との連携 

 

今後について 



ロケット打ち上げ１段目の点火（誰が行う） 

 

 ２段目への点火がスムーズであれば宇宙に届く
（自力で行う） 

 

 １段目から２段目への点火の橋渡しを 

 お願いしたい。 

 

 

大樹町は宇宙の街へ 



 



 

ご清聴有難うございます。 


